
第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会（2023.11.21-22 宇都宮市）参加報告  
 

2024.1.18 新潟市社会教育委員会議 雲尾 周  
１．大会構成  

今、改めて考える「ふれあい」をとおしたつながりづくり・地域づくり  
～ウエルビーイングの実現に向けた社会教育委員の役割～  

 21 日：アトラクション、記念講演、シンポジウム、閉会セレモニー  
 22 日：分科会  第 1 ウエルビーイングの実現に向けた社会教育の取組  
   第 2 子ども・若者が地域課題解決に取り組む機会の充実  
   第 3 今後求められる社会教育委員の役割  

第 4 地域資源を生かす社会教育の取組  
   第 5 「命を守る」社会教育  
 
２．記念講演（21 日 13 時 10 分～14 時 30 分） 
小針崇宏 作新学院高校教諭・硬式野球部監督 作新学院高等学校硬式野球部甲子園優勝

の軌跡～「ふれあい」をとおしたつながりづくりの実践～  
 野球で地域貢献 野球で宇都宮に恩返し  
 地域で生きる 地域と生きる  部員 85 人中県内 82 人  
  過去 11 年 365 人中 360 人（98.6%）が県内出身。３兄弟が５組  
 選手とのかかわり 地域とのつながり  家族応援団・地域応援団  
  地域の選手の活躍が地域の元気・活性化につながる  
  2022 年民間下宿所翔光園誕生（寮は老朽化で廃止。３兄弟の家改装） 
  「食」のつながり 米が集まってくる。スイカ 30 個、水 1000ℓなど。 
 夜明けとともに練習開始：多気不動寺 山頂  
14 時 15 分～ 斎藤実行委員長によるインタビュー  
  人間力野球とは？ エピソード？ 2013 年奇跡の優勝からの黙祷試合 
 
３．シンポジウム（21 日 14 時 40 分～16 時 01 分）  
井上昌幸 栃木県総合教育センター生涯学習部長 

（中教審生涯学習分科会社会教育推進体制の在り方に関するワーキンググループ専門委員） 

 ウエルビーイングの解説 
 社会教育は地域づくりであり、それはウエルビーイングの指標とつながってくる。 
生井泉 親学習チーム日光代表  

公民館職員として栃木県の親学習プログラム指導者研修を受け、12 名のメンバー

と家庭教育学級、就学時検診、保護者交流会などで実践。  
栃木県 HP> 教育・文化 > 生涯学習 > 生涯学習推進> 「ふれあい学習」について > 家庭教育を支援しま

す> 親学習プログラム 

菊地孝行 大田原市地域学校協働活動推進員  
 平成 27 年度 市スクールアシストプラン 学校・地域・公民館の関係づくり  
 平成 30 年度 佐久山中学校の統合に際し、二地区一緒の三者合同研修会懇親会  

報告資料２  



令和２年度 佐久山小に統合される小学校のイナゴ取りを地域活性化協議会青年

部がひきつぎ地域行事に 
濱野将行 一般社団法人えんがお代表理事  

「１人じゃなくてみんなでなんとかする社会」を目指して  
徒歩 2 分圏内の７軒の空き家を活用し、高齢者、子ども・若者、障がい者、地域

づくりの分野で活動。それぞれおの居場所、地域サロン、学習スペース、無料宿

泊所、地域食堂、グループホーム、フリースクール・・・  
 
４．情報交換会（21 日 18 時～20 時 ホテルニューイタヤ）  
 
５．第一分科会（22 日 10 時～12 時 30 分）  
第 33 期横浜市社会教育委員会議提言～視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法

律（読書バリアフリー法）に基づく取組の方向性について～  
 任期２年で提言、テーマに合わせて委員を選任する。今季特支校長、関連団体等  
 重点取組１民間事業者等と連携した視覚障碍者等が利用しやすい書籍等の作成  
 重点取組２インターネットサービスの利用促進 
 重点取組３図書館職員、司書教諭、学校司書等の人材育成  
 重点施策４効果的か広報・啓発戦略  
 令和５年２月提言→提言を踏まえた取り組み（令和５年度）  
  読書バリアフリー啓発動画の YouTube 配信  
  読書バリアフリー啓発リーフレット配布、情報サイトの開設  
  読書バリアフリー展の開催（市庁舎展示ホール）  
佐野市第三のグルメ佐野黒から揚げ誕生の秘話～地域の魅力発見、つながりづくりを目指

して～  
 佐野パパプロジェクト・奉行所から「ソース味のから揚げ」  
 佐野駅前でテストマーケティングイベント  
 販売店舗の拡大・連携によるつながり：佐野から揚げ協会  

コロナ禍、佐野松桜高校商業部員とのソース共同開発。開発￥試食を繰り返し、

地域活性化のために県産品・無添加にこだわり、イオン、高橋ソースとも連携「ソ

ースおとめ」  
 給食センターとのつながり：学校給食メニューに出し、自由研究にする子も  

⇒人と人とのつながり、佐野市の魅力再発見  
地域資源・文化を活かした産業の創出  

参加者意見交換（４人組程度 20 分）  
日光市の委員・職員、長野県職員、静岡県社教連役員と  

参加者意見発表  
まとめ  
 
６．次年度：茨城県（全国大会を兼ねる）2024 年 10 月 23 日～25 日  

以 上  


